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然
謗
鶴
黎
黛
悶
僣
嗣
辮
零
毬

婉
鶉
鶴
圃
圃
確
つ
い
て

平
成
１３
年
６
月
郷
日
、

『水
産
基
本
法
』
が
成
立
し
、

そ
れ
に
伴
な
っ
て
水
産

関
連
法
規
が
大
幅
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

水
産
基
本
法
の
概
要
と
外
来

魚
問
題
に
つ
い
て

川

一村

孝

二

私
達
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
も
、

是
非
そ
の
批
要
に
つ
い
て
学
び
た

い
ン
】云
う

こ
と
で
、

８
月
３
日
、

ヒ

ュ
ー

マ
ン
　
ア
カ

デ
ミ
ー
大
阪
校
に
於

い
て
、

水
産
法
規
に
高

い
見
識
と
関
与
を
さ
れ
て
い
る
、

来
田
副
会

長
に
講
師
を
お
願

い
し
て
３０
余
名
の
会
員
の

参
加
を
得
て
、

時
間

一
杯
に
亘

っ
て
の
熱
心

な
聴
講
と
質
疑
や
討
論
が
行
わ
れ
た
３

新
た
な
秩
序
の
下
で
、

拠
世
紀
を
展
望
し

た
政
策
体
系
を
確

立
す
る
こ
と
に
よ

り
国
民
は
安
全
と

安
心
を
、

水
産
関

係
者
は
自
信
と
誇

り
を
得

て
、

水
産

者
と
消
費
者
、

漁

村
と
都
市

の
共
生

を
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、

水

産
基
本
法
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
５
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研
修
会
運
．参

加
購
諮

近

藤

幹

雄

各
地
で
取
水
制
限
が
叫
は
れ
て
い
る
、

Ｓ

月
逆
□
暑

い

（熟

い
）
〓
一描
一ぎ
仲
間
と
共
に

大
傾
晴
渋
水
負
試
験
場

へ
到
者
【

事
務
所
紙
の
堀
で
は
大
き
な
チ

ョ
ウ
ギ
メ
、

一早
島
小、
碑
一キ

の
出
抑
一え
を
ン党
け
斬
日
し
の
」よ
を

取
り

一
服

当
日
は
夫
田
場
長
、

大
阪
情
農
水
課
森
諜

長
柿
性
の
講
議
の
俺
、

場
長
の
案
内
で
場
内

見
学
し
研
修
会
は
終
了
．

が
、

私
は
当
日
、

場
長

の
約
２
時
間
に
及

バ
熟
う
こ
も

っ
た
お
話
の
中
で
日
頃
、

当
然

の
様
に
眺
め
て
い
た
満
々
と
流
れ
る
淀
川
の

水
、

お
話
し
に
よ
れ
ば
枚
方
大
橋

の
あ
た
り

で
の
流
量
は
２
９
０

１
　

ヽ
も
あ
る
と
云

つヽ
．

そ
し
て
、

我
々
人
間
は
そ
の
４６
％
も
の
量
を

研修会報告

取
水
し
色
々
と
活
用
し
て
居
る
の
で
あ
る
が

そ
の
４６
％
の
中
に
含
ま
れ
る
、

Ｈ
２
０
以
外

の
上
流
か
ら
も
た
ら
さ
れ
下
流
に
棲
む
小
魚

等

の
食
糧
を
も
摂
取

（窃
取
）
し
そ
れ
を
ゴ

ミ
と
し
て
処
分
し
て
居
る
と
云
う
ご

毎
日
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば

マ
ズ
イ
け
れ
ど
水

は
出
て
来
る
．

真
に
目
か
ら
韓
の

一
日
で
あ

っ
た
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
？

淀
川
Ｑ
爾
ｒ
ｐ
鹸
繁

近

藤

員

五

平
成

１３
年
８
月
更
日
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
研
修

会
、

大
阪
府
立
淡
水
魚
試
験
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

大
阪
府
環
境
農
杯
水
産
課
長
柿
亡
訴

氏
の
挨
拶
、

大
阪
府
で
は
外
来
点

の
移
植
が

平
成
１２
年
５
月
１
日
か
ら
禁
止
さ
れ
ま
し
た

が
外
来
負
の
生
態
系
境
乱
は
、

漁
業
に
大
変

害
を
お
よ
ほ
し
漁
業
権
負
種
は
考
え

て
い
な

い
！

移
植
の
禁
止
、

外
来
魚
の
雄
除
は
天
体

記
念
物
や
漁
業
権
操
業
に
被
告
を
も
た
ら
し

た
場
合
、

駆
除
に
努
め
る
そ
う
で
す
　
大
阪

府
立
渋
水
点
試
験
場
場
長
矢
田
敏
晃
講

―ｌｉｌｉ
に

よ
る
と
昔
、

淀
川
は
潮
汐
の
影
響
を
受
け
淡

水
色
小に
は
接
ふ
に
く

い
水
域
だ

っ
■
一ら
し
く
、

マ
ス
、

ア
ユ
、

そ
し
て
シ
ラ
ウ
オ
、

ス
ス
キ
、

ボ
ラ
、

ク
ロ
ダ
イ
、

雑
魚
に
混

っ
て
イ
ワ
シ

も
漁
獲
き
れ
こ
の
潮
汐
の
影
響
を
防
ぐ
た
め

に
大
正
三
年
に
長
柄
起
伏
堰
が
設
置
き
れ
た

が
、

昭
和
十
三
年
頃
ま
で
ス
ズ
キ
、

ボ
ラ
、

ハ
ゼ
、

シ
ラ
ウ
オ
の
海
の
負
技
も
漁
獲
対
象

に
な

っ
て
お
り
豊
富
な
漁
榎
資
源
が
存

在
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

し
か
し
昭
和
３０
年
頃

の
漁
獲
量
は
昔
に
比
べ
て
半
分
近
く
に
減
少

し
、

昭
和

４０
年
頃
に
な
る
と
、

フ
ナ
、

ニ
ビ

の
魚
獲
量
が
増
て
全
体
的
に
増
加
す
る
も
の

の
雑
魚
の
急
減
が
著
し

い
、

そ
の
後
、

年
と

共

に
漁
獲
量
は
減
少
し
、

平
成
４
年
５
年
に

は
芥
川
な
ど
で
旗
流
き
れ
る
ア
ュ
を
除

い
て

い
な
く
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
昭
和
３０
年
か

ら
杖
年
前
半
に
起

っ
た
本
流
域
で
の
水
質
汚

濁
が
引
き
全
と
な
り
負
類
資
源
と
漁
業
者
の

減
少
を
引
き
起

こ
し
た
原
国
と
な

っ
て
い
る
．

こ
の
頃
の
水
質
汚
濁
は
現
在
で
は
考
え
ら
れ

な

い
程
ひ
ど
で
水ヽ
！流
域
で
魚
の
へ
い
死
事
故

が
起
き
た
こ
と
が
わ
か
り
、

そ
の
最
も
大
き

な
原
国
は
、

世
の
中
の
経
済
的
な
豊
か
き
に

伴
う
食
生
活
の
変
化
に
よ
り
、

太
古
の
昔
か

〔
身
近
に
存
在
し
地
域

の
人
々
の
生
活
を
支

え
て
来
た
淡
水
魚
が
か
え
り
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

近
年
で
は
、

淀
川
の
漁
業
者
は
無
に
近
く

漁
顎
資
源
の
管
理
を
行
う
人
も
地
域
社
会
も

漁
業
組
含
も
な

い
　
こ
の
た
め
大
形

の
コ
イ
、

フ
ナ
の
増
加
で
次
世
代
を
担
う
確
点
が
育
た

ず
又
、

オ
オ
ク
千

六
ス
の
農
入
を
詐
し
そ
の

食
生
口
で

アー、抗
笙
色
ば
Ｌ
の
柿
＝
イ
王
引
＞ンヽ
）起
―
）島
小の

社
会
構
造
も
大
き
く
変
化
し
水
中
性
態
系
に

大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
が
現
状

の
よ
う
で
す
と

た
十‐‐
を
吉
に
も
ど
十

ｒ
一は
、

漁
業
に
よ
る
資
源
管
理
の
復
活
、

重
要
な
課

極
で
身
折
一に
い
る
渋
水
魚
を
食
物
と
し
て
利

用
し
市
民
社
会

の
再
業
が

一
番
望
ま
し
い
よ

基

「ヽ　
一十
エヽラ
フ

天
然
記

念
物

の
ア

ユ
モ
ド
ド
キ

庁
晶
円
―
ン
て

は
生

思
状

態

も
確
認

不
足

で
、

減

少
し
た

の
は
た
し

，か
が
ケ
て
つヽ

で
す

一
又

サ

ツ
キ

マ

ス
も
毎
年

一
収
苫帆
‐し
一ｔ

お
り
折
ア

負
類
生
息
環
境
調
査
を
す
る
ら
し

く
大

い
に
期
待
し
た

い
思

い
で
す
　
大
阪
府

特
産
負
カ
ワ
チ
ブ
ナ
は

ヘ
ラ
フ
ナ
の
名
で
釣

り
人
に
載
し
ま
れ
て
い
ま
す

．
矢
田
先
生
の

柔

内

で
場

内

見

宇

、

淡

水

魚

展

示
室

、
イ

タ
セ

ン

バ

ラ
な

ど
希

少

魚

の
保

護

増

植
池

や

コ
″４
、

ヘ
ラ
ブ

ナ

の
大

池

を

廻
り
ま
し

た
【

参
加
者

一

十
七
名

人
　
事

【理
事
会
】
理
事
　
北
田
敬
明
　
　
　
一

推挿
話
鴨
肘
一

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

一

せ

い
た
し
ま
す
．

　
　
　
　

事
務
局

一

レ
“
，
ヤ
を
≡
　
≡
≡
≡
≡
，
を
，一
考
　
」ヽ
ヤを
ｚ
々
■
０
名

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
８
号
の
４
Ｐ
　
　
一

高
淵
　
諒
様
の
電
話
番
号
の

一

誤
記
訂
正
の
御
願
い

　
　
　
一

諏
　
日
師
度
‐４
刊
巧
‐４
３ ‐
７３
４７
日

１
一

２
が
抜
け
て
お
り
ま
す
　

　

　

一

| ―
軽
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｀■ぜ
、

il
! . ! | l  i t ‐   ,

松

尾

勝

士

チ
ヌ
の
稚
魚
校
流
が
８
月
３０
日
、

う
す
曇

り

の
大
阪
湾
で
行
わ
れ
、

私
も
手
伝

い
の
た

め
に
参
加
し
た
。

昨
年
に
つ
づ
き
２
回
日
の

参
加
で
あ
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、

こ
の
事
業
は
大
阪
府

釣
り
団
体
協
議
会
と
日
本
釣
振
興
会
大
阪
府

支
部
が

「
手
ヌ
の
海
ふ
た
た
び
」
を
合
言
葉

に
、
１
９
８
３
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
お
り

今
年
で
１９
回
目
を
迎
え
る
。

昨
年
同
様
、

関
係
者
ら
は
大
阪
北
浩
と
大

阪
南
港
か
ら
の
各
渡
船
組
と
堺
地
域
組
の
３

者
が
堺
市
塩
浜
町
の
堺
新
港
で
合
流
６

堺
新

港
に
は
、

大
阪

・
泉
南
の
岬
町
に
あ
る
大
阪

府
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
、

４
、

５
セ
ン
チ
に
育

っ
た
稚
魚
３
万
匹

（昨

年
は
４
万
匹
）
が
既
に
到
着
≡

各
報
道
機
関
が
取
材
す
る
中
、

日
本
釣
振

興
会
大
阪
支
部

・
副
支
部
長
の
あ

い
さ

つ
等

の
あ
と
、

来
田
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
副
会
長
の
の

説
明
に
基
づ
き
、

主
催
団
体

の
メ
ン
バ
ー
と

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
所
属
公
認
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
、

き
ら
に
今
年
は
守
国
市

の
大
阪
国
際
大

和
国
高
等
学
校

の
生
徒
さ
ん
の
協
力
も
あ
り

関
係
者
ら
６５
人
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
と
ホ
ー
ス

で
ト
ラ
ッ
ク
の
水
槽
か
ら
大
阪
府
釣
胎
業
協

同
組
合
渡
船
３
隻
の
い
け
す

へ
。

そ
の
後
、

！ｉ一！一
　

　

　

　

！！

一

て

堺
市
沖
、

岸
和
国
市
沖
、

大
阪
南
港
、

大
阪

北
港
な
ど
大
阪
湾
沿
岸
に
枚
流
し
た
．

放
流

し
た
稚
魚
は
、

累
計
で
１
０
２
万
匹
に
な
る

って
つ
で
あ
る
３

―含言葉はチヌの海ふたたび一

(週神1つリニュース H13914)
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財
証
部
ン

吉

田

天

三

７
月
抑
日
、

朝
よ
―サ
今
日
も
暑
く
な
１，
そ

う
な
、

雲

一
つ
無

い
澄
き
透
る
様
な
青

い
空

の
中
、

淀
川
わ
ん
ど
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
参

加
す
る
た
め
、

９
時
３０
分
頃
に
会
場
の
た
川

河
川
敦
城
北
ワ
ン
ド
地
区

の
集
合
場
所
に
着

先
に
来
ら
れ
て
い
た
方
や
、

後
に
来
ら
れ

た
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
方
達
と
、

挨
拶
や
近
況

話
に
話
を
咲
か
せ
楽
し

い
と
時
を
ぅ

作
戦
開
始
の
１０
時
に
な
り
、

主
催
、

後
援
、

協
力
、

参
加
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、

各
調
査
部

門
の
指
導
者
の
皆
さ
ん
方

の
紹
介
が
有
り
、

そ
の
後
に
今
作
戦
本
題
の
ゴ
ミ
集
め
が
３０
分

間
の
予
定
で
始
ま

っ
た
。

各
自
ゴ
ミ
袋
を
手
に
、

ゴ
ミ
集
め
に
散
ら

ば

っ
て
行

っ
た
。

や
は
り
多
数
の
参
加
者
で
集
め
ら
れ
た
ゴ

ミ
の
量
は
多
大
な
量
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
大
半
は
、

俗
に
言
う
家
庭
ゴ
ミ
で
、

買

い
物
袋
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

缶
類
な
ど
で

‐じ
キ
た
。

我
々
釣
を
す
る
者
と
し
て
は
、

的
人
の
出

す
ゴ
ミ
が
少
な
か

っ
た
の
が
何
よ
り
故

い
で

有

っ
た
思
い
が
し
た
が
、

も
し
こ
れ
が
海
岸

の
テ
ト
ラ
ボ

ッ
ト
近
く
で
と
思
う
と
、

ぞ

っ

と
す
る
思

い
が
し
た
．

そ
の
後
、

水
生
生
物
、

水
辺
植
物
、

野
鳥

等

の
、

各
専
門
の
先
生
方
の
貴
重
な
話
が
有

り
、

‐２
時
に
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
終

っ
た
．フ

大
変
暑

い
半
日
で
し
た
が
、

帰
り
際
に
、

土
手
の
上
よ
け
、

広

い
汀
原
を
見
下
ろ
す
と

流
れ
行
く
水
と
緑

の
河
辺
が
、

目
の
前
に
広

が
り
、

心
地
良

い
、

清

々
し

い
気
持
ち
で
、

家
路
に
若

い
た
３

雛
郷
詳
艶
融
幅

演

上
　
　
勲

１０
月
凱
国
　
泉
佐
野
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

護
岸
で
、

好
天
に
恵
ま
れ
、

今
年
も

エ
ン
ト

リ
１
３
５
０
名
以
上
の
参
加
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
ｃ

巡
回
中
は
釣
れ
な

い
、

釣
れ
な
い

の
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ア
ブ
、

イ
ワ
シ
、

ス
ズ
キ
、

チ
ヌ
な
ど
、

沢
山
の
点
が
計
量
に

持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
【）

一
方
釣
―サ
場
の
清
掃
の
方
も
、

イ
ン
ス
ト

ラ

ク

タ

　

…

―
が
先

導
し
、

写
真
の

様

に
大

人
か
ら

子
供
き

ん
ま
で

協
力
が

あ
り
、

有
意
義

な
楽

し

い

一
日

を
過
ご

し

ま

し

■、
ノ
】
３

揮鋳

と

夢
軽

統

露



宮

内

昭

雄

２
０
０
１
年

１０
月
折
日

ｉ土‐
、

１０
月
益
日
日ｉ

の
２
日
間
、

平
成

１４
年
度

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
験

に
同
け
大
阪
市
北

区
の
ヒ

ュ
ー

マ
ン

・
ア
カ
デ
ミ
ー
大
阪
校
で

受
講
生
６９
名

（海
面
４７
名
、

内
水
面
２２
名
）

を
対
象
に
講
習
会
が
開
催
き
れ
ま
し
た
．

受
講
生
の
中
に
は
、　

一
般
の
釣
り
人
以
外

Ｆ
Ｉ
大
阪
に
加
入
す
る
よ
う
、

講
議

の
中
で

説
明
で
き
た
事
は
大
変
有
意
義
で
あ

っ
た
と

日
じ、
い
ヤ
ユ
ラ

馬

夕ヽ

二し

士

O S A K Ai C t A L  F i S H l N  G  l N S T R U C T O R

ｒヤ】、
　
ロロ

本
海
事

科
学
学

校
大
阪

及
び
ヒ

ュ
ー

マ

ヽ
／
　
，　

一／

・刀

デ

ミヽ

ー
大
阪

校

、
名

古

屋
使

の
学
生

ュヽ荏
一マめ
一
タ

柿
州
―
じ
一く、

お
り
ま

し

た
。

今

回

は
吉

川

幾

久
雄

会

長
以

下
、

新

た

な
試

，ぶ
レ
」
―
し

て
、

実

行
委
員

長
を
木

村
章
氏

及
び

７

イ
‐　
】
フ　

ｆ
ン

ン

グ

マ

ス

タ

ー

す
十
1‐キ多と・:

結
勢
１５
名
で
会
場
の
設
官
、

受
付
、

出
欠
の

確
認
等
、

又
、

各
員
得
意
の
釣
り
分
野
の
講

師
と
な
り
講
座
を
持
ち
ま
し
た
ｃ

高
測
諒
氏
は
投
げ
釣
り
、

末
田
仁
成
氏
は

防
波
堤
釣
り
、

森
田
邦
征
氏
は
釣
り

の
結
論
、

物
部
胤
三
氏
は
釣
り
具
用
品
に
つ
い
て
、

本

村
章
氏
は
磯
釣
り
、

濱
上
勲
氏
は
始
釣
り
、

東
野
英
治
氏
は
淡
水
の
釣
り
、

中
出
隆
文
氏

は
止
水

の
釣
り
と
持
ち
時
間
４０
～
７０
分
の
問

て
目
分
の
体
験
を
誇
り
な
が
ら
、

又
あ
る
人

は
ビ
デ
オ
を
持
ち
込
み
な
が
ら
興
味
あ
る
講

議
を
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
な
ら
一党
講
生
も

眠
く
な
る
よ
う
な
時
間
で
も
、

真
剣
に
聴
講

し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
他
は
例
年
掃
一り
気

象
予
報
士

・
芝
生
知
乙
氏
に
よ
る
気
象

・
海

象
関
係
講
議
、

日
本
赤
十
年
社
植
田
芥
治
氏

に
よ
る
故
急
措
置
と
方
法
の
講
議
及
び
ダ
ミ

ー
人
形
を
使

っ
て
の
受
講
生
全
員
参
加
に
よ

る
実
演
、

全
釣
り
協
事
務
理
事
浅
野

一
郎
氏

に
よ
る
漁
業
関
係
法
令
、

全
釣
り
協
理
事
綿

井
良
隆
氏
に
よ
る
ル
ア
ー
釣
り
及
び
全
釣
り

協
幹
事
木
村
誠
三
氏
、

戸
波
俊
二
氏
の
参
画
、

結
合
司
会
と
し
て
佐
藤
功
氏
が
と
り
お
こ
な

い
、

順
調
、

平
穏
無
事
に
講
習
会
は
終
了
致

し
ま
し
た
。

昼
の
休
憩
時
間
に
は
南
井
慣
氏

。
大
西
一男

氏

の
掛
け
声
で
、

針
の
結
び
方
、

ネ
の
結
び

方
は
必
ず
試
験
に
で
る
で
―
知
ら
な

い
生
徒

に
は
教
え
る
よ
と
声
を
掛
け
ま
す
と
、

受
講

生
達
は
ぞ
く
ぞ
く
と
、

後
に
急
遠
し
た
て
た

講
師
の
席

へ
集
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
２
日
間

共
昼
休
み
と

い
う
の
に
、

多
数
の
受
講
生
が
、

針
が
わ
り
の
ス
プ
ー
ン
や
本
物
の
針
や
テ
グ

ス
を
使

っ
て
、

結
び
方
の
実
演
や
８
の
字
結

び
を
教
え
た
り
と
、

フ
Ｔ
／
マ
／
グ

マ
ス
タ

ー
の
人
々
は
非
常
に
忙
し
く
し
て
い
ま
し
た
じ

我

々
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
講
師
を
し
た
事
で
、

受
講
生
が
来
年
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
試
験
に
パ
ス
す
る
と
Ｊ
Ｏ

８

月

５

日

泉
南
地
一匹
海

岸

一
帝
で
岬

工 田丁
や
刑
停
彬

督

ル
実
行
委
員

　

一

会
主
催
の

「
　

一

帥噂中巾帥陣

の
釣
―，
イ

ン

ス
ト

ラ
ク
タ

　
や

１

４
名

が
協
　
一

カ
し
ま
し
た
≡

当
日
は
快
晴
で
、

早
朝
よ
う
地
元
の
人
達

や
遠
く
は
奈
良
や
高
械
市
か
ら
の
記
子
連
れ

な
ど
参
加
者
は
３
０
０
名
を
超
え
る
盛
況
で

し
たイ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
早
朝

の
一党
付
か
ら

釣
呆
の
審
査

「
検
寸
校
量
」
を
行
な

い
ま
し

た
。

今
年
は
７
月
中
頃
か
ら
の
猛
暑
続
き
で

例
年
多

い
小
ア
ジ
が
な
く
、

子
供
達
も
苦
労

し
て
い
た
こ

そ
れ
で
も
チ
ヌ
や
大
型
キ
ス
、

エ
ソ
な
ど
多
彩
な
負
種
で
審
査
は
に
ぎ
や
か

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

１１
時
か
ら
表
賞
式
が
行
な
わ
れ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
代
表
し
て
高
測
　
一認
氏
が
ス
ピ

ー
チ
を
行
な

い
釣
人
の
マ
キ
ー
向
上

を
訴
え

ま
し
た
≡

そ
の
後
空
ク
ブ
な
し
の
抽
せ
ん
会
が
賑
か

に
行
な
わ
れ
て
午
後
１
時
に
終
了
し
ま
し
た
。

活動報告

ン

鸞 1智軍爾標

清

水

保

雄

平
成
遇
年
８
月
１９
日

（
日
）

・
１３
時
３０
分

ヽ
‐６
時
３０
分
に
大
阪
市
中
央
区
内
本
町
の
大

阪
市
中
央
消
防
署
に
お

い
て
本
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
．

本
講
習
会

の
目
的
は
、

応
急
手
当
を
学
ぶ

事
に
よ
り
、

家
庭
内

の
不
慮
の
事
故
や
そ
の

他
の
事
故

の
と
き
、

故
急
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
々
の
勇
気
あ
る
行
動
に
よ

っ
て
、

傷
病

者
の
速
や
か
な
社
会
復
帰
に
つ
な
が

っ
て
い

く
と

い
う
事

に
あ
り
ま
す
ｃ

よ

っ
て
参
加
者

は
、

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
会
員

１７
名
と
、

少
し
定
員
に

は
満
た
な
か

っ
た
で
す
が
、

残
暑
の
な
か
講

師
の
お
話
し

・
実
技
寺
を
修
得
し
よ
う
と
全

員
真
剣

で
し
た
こ

曙

私
は
、

昨
年

も
参
加
し
ま
し

た
が
、

時
が
経

て
ば
忘
れ
る
も

の
で
、

毎
年
キア

護
す

べ
き
だ
と

実
感
致
し
ま
し

た
．

今
年
参
加

出
来
な
か

う
た

方
は
、

来
年
是

非
ご
参
加
を
お

勧
め
し
ま
す
「

最
後

に
な
り

ま
し
た
が
、

記

切
御
丁
寧
に
私

た
ち
を
ご
指
導

し
て
頂
き
ま
し

た
大
阪
市
中
央

消
防
署

・
３
名

の
講
師
の
方
々

に
御
礼
中
し
上

庁
Ｌ
よ
・丁
．



釣り教室
レポート

初
め
て
の
つ
叫
体
験

大
東
市

名

取

純

子

今
回
の
フ
ア
ミ
リ
ー
釣
り
教
室
と
釣
り
大

会
一号
果
を
見
て
、

「
や
つ
た
。

」
と
思

い
、

５
年
生
の
長
男
と
４
年
生
の
長
女
と
共
に
参

加
し
ま
し
た
。

長
男
に
は
機
会
が
あ
れ
ば
是

非
体
験
さ
せ
て
や
わ

た
か

っ
た
の
で
す
。

教
室
の
３
回
目
で
は
、

故
急
蘇
生
法
を
消

防
署
の
方
の
指
導

の
も
と
教
え
て
頂
き
、

実

践
し
、

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

釣
り
大
会
で
は
、

道
具
に
さ
わ
る
の
も
初

め
て
だ

っ
た
の
で
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

方
達
に
準
備
を
し
て
頂
き
、

お

つ
か
な
び

っ

く
り
で
、

海
中
に
糸
を
た
ら
し
ま
し
た
〓

子

供
遥
は
、

何
度
も
竿
を
戻
し
て
は

エ
サ
を
つ

け
、

日
分
な
い
に
投
げ
方
を
変
え
た
う
し
な

が
て
ら
、　

一
本
―
う
て
つヽ
【
―ヽ
工
た
．

一
時
間
二
時
間
と
た

つ
う
ち
に
、

子
供
違

の
集
中
力
が
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
．

そ
う

魚
が

一
匹
も
釣
れ
な
か

っ
た
の
で
す
．

釣
う

は
、

朝
早
く
か
夕
方
か
ら
が
勝
負
だ
そ
う
で

日
が
暮
れ
て
く
る
と
、

周
う
の
人
が
釣
れ
だ

し
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
く
る
ぞ
１
３

新
た
な

闘
志
を
は
や
し
ま
し

た
こ

ラ
ス
ト
の
延
長

一
時
間
は
、

ゲ

ッ
ト
し
て

帰
る
と
子
供
達
は
必
死
で
す
こ

あ
た
―サ
は
も

う
ま

っ
暗
．

や
は
り
、

初
心
者
に
は
難
し
く

結
局
０
匹
で
し
た
が
、

釣
り
だ
け
で
は
な
く

カ

ニ
や
ふ
な
虫
に
喜
ん
だ
り
、

海
の
香
り
、

水
平
線
の
か
な
た
の
夕
日
の
大
き
き
に
圧
倒

さ
れ
た
り
と
、

魯
一と
夜

の
海
の
顔
に
、

満
足

し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

分
け
て
頂

い
た
ア
ジ
は
、

ぜ

い
ご
と
内
臓

を
と
り
、

塩
を
ふ

っ
て
塩
焼
き
に
し
ま
し
た
ぅ

自
分
で
釣

っ
た
も
の
な
ら
、

も

つ
と
も

つ
と

お

い
し
い
ん
だ
ろ
う
な
と
思

い
な
が
ら
…
．

鈍
明
を
通
し
て
交
流
裸
め
る

大
東
市
立
野
崎
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー

嬉

田

勝

彦

今
年
で
釣
り
教
室
、

大
会
も
３
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
く
み
の
趣
旨
は
、

釣
り
技
術
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

自

然
環
境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
と
、

参
加
き
れ
た
み
な
さ
ん
の
交
流
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

き
て
、

今
年
の
釣
り
大
会
は
例
年
以
上
に

多
く
の
参
加

（給
勢

一
〇
〇
人
以
上
）
が
あ

り
ま
し
た
。

主
催
者
側
と
し
て
は
予
期
し
て

い
な
か

っ
た
う
れ
し

い
誤
算

で
し
た
。

同
時

に
、

こ
れ
だ
け
の
人
数
が
釣
り
場
に
入
れ
る

の
か
、

お
世
話
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
も
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
み
な
き
ん
の
お
か
げ
で
杷
夏
に

お
わ
り
ま
し
た
３

当
日
の
淡
輪
漁
浩
は
天
気
も
よ
く
、

参
加

さ
れ
た
み
な
さ
ん
も
思

い
お
も

い
の
時
間
を

す
ご
し
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
父
き

ん
、

お
母
さ
ん
が
子
ど
も
と

一
緒
に
釣
り
を

楽
し
ま
れ
て
い
る
姿
は
、

何
と
も
ほ
ほ
え
ま

し

い
も
の
で
す
ｃ

欲
を

い
え
ば
、

も
う
少
し

負
が
早
く
回

っ
て
く
れ
て
い
た
ら
…
。
こ
れ

ば
か
り
は
自
然
に
お
任
せ
す
る
し
か
あ
―，
ま

せ
ん
ね
。

今
後
も
ぜ
ひ
教
室

・
大
会
を
続
け
て
い
き

た

い
と

ｉ考
え
て
い
ま
す

の
で
、

よ
ろ
し
く
お

願

い
し
ま

す
ｃ

第
●
回
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

鈍
明
葺
講
習
者
査
会

柴
崎

隆

５
年
目
の
第
６
回
に
な
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
ナ

ニ
ワ
地
区
ス
カ
ウ
ト
委
員
会
に
よ
る
釣

り
章

の
講
習
考
査
会
を
今
年
も
海
浮
セ
ン
タ

ー
に
て
路
名

の
ス
カ
ウ
ト
の
参
加
の
も
と
控

事
お
こ
な
う
こ
と
が
出
き
ま
し
た

ャ

続
け
て
行
く
こ
と
は

い
ろ
い
ろ
む

つ
か
し

い
事
も
有
り
ま
す
が
子
供
達
の
た
め
に
も
ガ

ン
バ

ッ
テ
続
け
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
１，

ま
す
。

今
後
も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
皆
様

の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま

す
′

鈍
叫
葺
語
習
者
査
会
に
参
加
し
て

堺
実

団

山石
井

映

里

香

私
は
１０
月
２‐
日
に
、

大
阪
府
立
青
少
年
セ

ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
、

釣
り
章
護
習
会
に

参
加
し
て
、

当
日
渡
き
れ
た
資
料
と
記
明
を

聞

い
て
た
く
き
ん
の
魚
の
名
前
を
如
―，
、

又

い
ろ
ん
な
釣
う
方
が
あ
る
の
だ
な
あ
―
と
思

い
ま
し
た
ｃ

今
ま
で
負
は
、

お
母
き

た
が
料

瑚挙
を
し
て
′
食
↑
つ
、

ス
ア
告
ま
や
ぶ
り
、

一
卜
‐ャ

て
私
が
大
好
き
な
ま
ぐ
ろ
の
キ
しヽ
み
ぐ
ら
い

で
、

あ
ま
り
色
小の
名
前
を
′却
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、

資
料
を
見
て
と
て
も
よ
く
わ
か
り
勉

強
に
な
り
ま
し
た
．

私
は
カ
ブ
豚
の
豚
集
会
で
三
回
サ
ビ
キ
釣

り
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

え
き
を

つ
け

る
の
が

い
や
で
、

い
つ
も
リ
ー
ダ
ー
や
、

男

の
子
に
つ
け
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
．
１
回

目
の
時
は
約
８
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
コ
ノ
シ
ロ

と

い
う
魚
が

一
び
き
だ
け
釣
れ
て
、

魚
た
く

を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
も
ら

っ
て
、

チ
ャ
レ
ン

ジ
章
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

マ
ン
ユ官
よ
ｙ
う
い
、

今

も
大
切
に
し
ま

っ
て
い
ま
す
〓
２
回
目
と
３

回
目
は
ほ
う
ず
で
し
た
，

だ
か
ら
今
回
魚

つ

り
を
し
て
初
め
て
魚
と

い
う
魚
、

い
わ
し
が

釣
れ
、

し
か
も
６
び
き
も
釣
れ
た
の
で
、

私

は
大
満
足
で
し
た
３

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
３
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す

東
大
幅
市
親
子
恐
れ
あ
い

鈍
叫
八
門
教
室

親

・
子

・
雨
と
も
降
れ
あ

っ
た
実
釣
指
導

山

根

啓

史

６
月
１０
日
、

２４
日
、

７
月
Ｓ
日
、

２２
日
の

４
日
間
、

報
子
の
よ
れ
あ

い
を
目
的
と
し
た

釣
り
教
室
が
開
催
き
れ
た
，
６
月
１０
日
、
７

月
８
日
の
２
日
間
は
室
内
で
の
講
義
　
子
供

た
ち
に
は
退
屈
き
せ
な

い
内
容
で
、

仕
掛
け

づ
く
り
、

釣
―，
具
の
級

い
方
、

人
工
呼
吸
な

ど
の
実
技
を
中
心
に
し
た
．
６
月
２４
日
は
豪

雨
の
中
、

明
石
市
大
蔵
海
岸
で
実
釣
指
導
，

こ
の
日
は
％
祖
鍔
名
の
参
加
で
釣
―ナ
場
は

ほ
ぼ
独
占
状
態
と
な

っ
た
．

釣
呆
も
ガ
シ
ラ

や
ア
ブ
ラ
メ
な
ど
が
顔
を
覗
か
せ
、

ほ
と
ん

ど
の
家
”張
が
ボ
ー
ズ
な
し
，　
７
月
盟
日
も
同

一
会
場
で
あ

っ
た
が
、

前
日
は
予
期
せ
ぬ
花

火
大
会

の
事
故

一
強
行
の
中
、

２０
組
説
名
が

参
加
し
て
く
れ
た
．

大
変
な
猛
暑
で
あ

っ
た
が
ア
ジ
や
ガ
シ
ラ

が
退
屈
し
な

い
程
度

に
釣
れ
、

家
族
の
良

い

思

い
出
ル
一な

っ
た
に
違

い
な

い
．

ズ
ブ
濡
れ

と
炎
天
下
の
も
と
、

親

・
子

・
ス
タ

ッ
フ
が

三
位

一
体
と
な

っ
て
ふ
れ
あ

っ
た

．

|―岸
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前

ン

．
牛
早
志
振
樹
の
マ
ス
鈍
」

和
東
町

つ
り
教
室
に
参
加
し
て

八
幡
全

っ
り
協
　
続

木

八
幡
全

つ
り
協

（吉
川
会

長
、

山
田
、

中

国
、

続
木
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、

京
都
和
束
町

釣
均
教
室
で
の
お
手
伝
を
始
め
て
、

４
年
目

（年

一
回
）
に
な
い
ま

丁
．

渦
一去
に
は
、

鳥
羽
、

天
の
橋
立
、

尾
鷲
方

面
の
海
釣
に
、　

丁
洞
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
に
て

参
加
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
日
帰
り

の
、

―――
釣
り
の
行
事
と
な
―，
ま
し
た
３

去
年
ま
で
の
海
釣
り
で
は
釣
果
は
、

ま
ち

ま
ち
で
し
た
が
、

今
回
の
マ
ス
釣
り
に
お

い

て
は
、

参
加
者

⌒小
中
学
生
と
そ
の
記
１５
名
）

の
全
員
が
少
な
く
と
も
３
ヽ
４
匹
は
ゲ

ッ
ト

し
ま
し
た
。

中
に
は
１０
匹
以
上
の
人
も
数
名
、

又
寸
法

も
３０
帥
超
級
も
ま
じ
り
、
と
な
ハ
′の
人
と
糸

が
、

か
ら
ん
だ
り
、

と
――
込
み
に

一
苦
労
と

い
う
場
面
も
多

々
あ
り
ま
し
た
．

エ
サ
の
イ
ク
ラ
を
針
に
つ
け
る
の
も
、

最

初
は
、

指
に
力
が
入

つ
て
、

つ
ぶ
れ
て
し
ま

つ
た
り

で
、

う
ま

く

い

か
な
か

っ
た
お
母
さ
ん

や
子
供
津
一も
だ

ん
だ

ん

上
手

に
な
り
、

又
、

釣

っ

ナ
、

／）
色

ザ

官

牟
．
卜

押

か

【う

帆

午

丁

事
も
、

ほ
，
十ぇ

ど
の
方

が
目
分
で
で
き
る
様
に

な
り
ま
し
た
こ

た
だ
針

を
の
み
よ
一ん
だ
魚
を
外

す
の
は
、

な
か
な
か
大

変
な
よ
う
で
四
苦
八
昔

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
≡

釣

っ
た
魚
は
、

各

目

持
ち
帰
均
、

天
パ
あ
″や

塩
焼
、

ハ
タ
ー
焼
等

に

調
理
き
れ
夕
食

の
お
か

担通邸,検彦商阜褒聾商も大阪商琶gL―曝 佐野
轟鑓燕韻趨韻ン窪 地 唾 鈍 り の 最 ぬ 0議 ンンヽ諸

釣り教室
レポート

ず
に
な
り
ま
し
た
，

大
人
も
子
供
も
年
我
夢
中
で
小
き
な
浮
に

集
中
し
た
楽
し

い

一
日
で
し
た
こ

等
応
え
が
鰭
ｂ
ぬ

「枚
方

・
交
野
市
市
民
釣
り
の
集
い
」

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
　
中
出
隆
文

大
阪
府
渚
処
理
場

安
定
池
に
て
こ
の
６

月

３

日

・
８

月

６

日

ヽ
１０
日
と

こ
の
秋

１０

月

五
日
の

計
７
日
間
、

延

べ
約

１
２
０
０
名

が
参

加
し
、

そ
れ
そ

れ
が
釣
―，
を
楽
し

み

ま
し
た
．

毎
回
な
が
ら
子
供

達
が
、

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
検
方
者
釣
夜
会
会
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
必
死
の
面
持
ち
で
、

リ
ー
ル
を
き

い

た
り
手
を
た
て
て
的
一
級
の
健
や
的
”
に
も

な
る
十
イ
ル
テ
ラ
ビ
ア
と
格
間
し
て
い
る
婆

を
見
る
と
日
然
と
我

々
の
口
元
も
一桟
ム
は
な

‐
ンで
、

特
に
帰
う
際
、

子
供
達
が
発
す
る

「オ

ッ
チ

ィ
ン
よ
ね
詢
れ
た
で
又
来
る
わ
！
」

一
お

お
！
良
か

っ
た
な
又
わ
出
で
」
こ
の
言
葉
の

や
り
収
―サ
が
惇
・し
く
、

楽
し
く
何
時
ま
て
も

は
れ
合
が
続
く
よ
う
項
張
―サ
た

い
と
思

い
ま

一，
ャ最

後
に
非
常
に
攻
念
な
こ
と
な
が
ら
長
年

釣
り
場
と
し
て
慣
れ
親
し
た
で
き
た
大
阪
府

渚
処
理
場
安
定
池
が
、

来
年
度
の
施
設
拡
張

工
事

に
伴

い
池
の
現
慎
も
縮
少
き
れ
る
事

に

な
―，
、

来
年
以
降
は

「
枚
方

・
交
野
市
民
釣

り
教
室
」
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
夏
は
す
る
次

第
で
す
〓

何
と
し
て
で
も
私
進
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
の

メ
レ
ハ
ー
が
小
規
模
た
う
と
も
活
動
で
き
る

場
を
求
め
て
将
一動
し
た
く
思

い
ま
す

西
区
釣
り
数
室
開
催

稲

本

英

爾

８
月
亮
日

⌒土
）

・
％
固

⌒
日
）
西
区
の

釣
り
教
室
が
区
民
セ
ン
タ
ー
で
催
き
れ
た
，

両
国
と
も
小
学
生
を
中
心
に
中
学
生
や
小
き

な
子
供
遅
れ
の
親
子
、

「
定
年
後
釣
り
を
始

め
た

い
の
で
」
と
の
シ
ニ
ア
ー
な
ど
多
数
参

加
、

会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が

っ
た
こ

初
日

の
内
容
は
仕
掛
け
の
作
り
方
を
は
じ
め
と
し

た
も
の
で
あ

っ
た
が
、

ス
ト
ロ
ー
を
使

っ
た

榛
ウ
キ
作
り
が
何
と
言

っ
て
も
目
工
３

参
加

者
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
加
え
、
・目
分
の
手

で
完
成
し
た
時
の

「
出
来
た
！
」
と
言
う
大

歓
声
で
会
場
は
沸
き
返

っ
た
こ

竿
に
目
分
で

作

っ
た
仕
掛
け
と
目
作
の
ウ
キ
を

つ
け
、

い

よ

い
よ
釣
り
の
開
始
ぅ
と
言

っ
て
も

こ
こ
は

室
内
、

日
標
の
所
に
う
ま
く
仕
掛
け
を
投
入

出
来
れ
ば
寄
略
き
れ
た
も

の
を
含
め
豪
華
賞

品
が
ゲ

ッ
ト
出
来
る
と
言

っ
た
仕
組
み
し

参

加
者
全
員
初
心
者
と
は
思
え
な

い
程
の
腕
前

で
次
か
ら
次
ョ
上
京
品
が
渡
き
れ
初
日
は
時

間
が
渦
百
・る
の
も
忘
れ
る
中
満
足
感
あ

ふ
れ

る
実
顔
で
終
了
し
た

翌
日
は
朝
方
少
し
雨
が
降
的
、

参
加
者
の

出
足
が
心
配
吉
れ
た
が
、

初
日
同
様
、

多
数

参
加
が
あ
り
ま
し
た
〓

画
区
区
民
セ
ン
タ
ー
長
の
二
日
間
に
渡

っ

て
の
釣
―サ
教
室
の
柿
め
く
く
り
の
ご
挨
移
を

も

っ
て
無
事
終
了
、

大
成
功
だ

っ
た

　

一最

後
に
な
――
ま
し
た
が
、

こ
の
講
習
会

の
開
催

に
当
た
１サ
わ
世
話

い
た
だ

い
た
多
く
め
万
々

と
賞
品
等
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
―
ンた
各
位
に

こ
の
場
を
お
か
―サ
し
ま
し
て
心
か
ら
お
礼
中

し
上
げ
ま
す
一

謡
手
で
暮
ｂ
ぬ
釣
り
数
室

山

崎

勝

彦

今
年
で
８
年
日
と
な
る
泉
佐
野
市

「
市
民

海
釣
り
数
室
」
が
９
月
２
日
と
９
月
９
日
の

国
曜
日
に
泉
佐
野
市
生
に
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

９
月
１６
日
口
曜
国
に
和
歌
山

マ
リ
ー
ナ
シ
テ

ィ
海
釣
―，
公
園
で
実
釣
会
が
開
催
き
れ
ま
し

■，／）．．北
田
き
ん
を
は
じ
め
南
部
地
区
の
４
名
が

マ
ナ
ー
や
仕
掛
け
作
ｎ
の
講
習
上
実
釣
会
の

お
手
伝

い
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
こ

市
民
の
関
心
が
年

々
高
ま
る
中
で
今
年
は
、

特

に
、

夫
婦
で
の
参
加
が
目
立
ち
釣
り
の
マ

ナ
ー
や
仕
掛
け
作
り

の
講
義
を
熟
心
に
聴

い

て
い
ま
し
た
′

実
釣
会

の
当
日
は
、

快
晴

に
恵
ま
れ
約
列

名

の
参
加
者
は
市
の
バ
ス
で
現
地
年
同
い
、

到
着
後
竿
に
リ
ー
ル
や
仕
掛
け
を
取
り
付
け

餌

の
ア
ミ
エ
ビ
十
一篭
に
入
れ
実
釣
開
始
で
す

ぅ
竜・，ｆｉれ十で判ぱ鳩イノ‐、理紛神一

ジ
、

皮

ハ
キ
等
多
種
顎

で
時
間
が

「
ア
ッ
ト
」

云
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
釣
場
の
清
掃
を
し
て

１１
時
３０
分
納
手
と

い
た

み
ｒ
酸
堵
磯
曜
刃

‐
掌
ふ
し
た

受
講
者
の
感
想
は
非

常
に
楽
し
く
又
来
た

い

と

い
う
人
が
多
く
中
に

は
ネ
年
も
受
講
し
て
も

良

い
か
と
聞
く
人
も
あ

り
盛
況
裡
に
終
了

い
た

―
エ
イ歩
―し
，た
．



, N S T R U C T O R  O S A K A

な つ あ ン と よ  デ か ミ¬ イ の 庫 緒 介 も 許 い 1本 企 い 方 法 み 音F し お れ 長 大 闘 り し障 輪

彗省:三猷京岳ごを害受≧雷香号午警言啓:寺喬景F'宗:こ言
毛景科信轡得子雪尋予

畳暑:手暑二樹忌二巳eを;23岳,書:を暑景:宮]盲言含置 を暑骨督岳営1言|| ,つ 上 間 が  |)た
'ク

納 キ ル ・
名 も テ 車 の オ

や て
~客

ドじ
レ
」

ア
釣

」
が

Ｆ
Ｉ

務
局

、　
クて

で
、

参
加

に
，不

体

『

Ｐ

Ｏ

も

つ

し

た

山前
一
一

と
の
ク勺
．

っ
一ｔ

軸
卿
庁
ト

実
施

で

い
す
刊

ャ‐
ア
ぃか

つヽ
レ
」
、

の
参
加

『
Ａ
幡
市
勲
り
報
憲

中

出

隆

文

ｍ
月
現
日

｛
日
）
枚

方
市
活
処
理
場
に
て
、

八
幡
市
在
住
の

一‐障
害

の
あ
る
児
童

・
生
徒
」

の
学
校
外
活
動
の
取
祖

と
し
て

口
昼
刃
―ナ
数
室
」

が
、

子
供
達
と
保
護
者

あ
名
、

人
幡
高
校
と
南

点
≡
　
　
　
　
　
≡
一

八
幡
高
校
の
男
女
高
校
生
ボ
ラ
，
テ
ー
イ
的

名
、

人
幡
市
教
育
委
員
会
職
員
５
名
と
そ
れ

に
加
え
ヤＪ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
め
吉
川
会
長
始
め
八

幡

・
枚
方
一旦
位
位
の
―
Ｏヽ
Ｆ
Ｉ
メ
ン
バ
１
５

名

・
地
元
枚
方
活
釣
友
会
６
名
の
約
文
名

に

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た

参
加
者
は
釣
―，
場

の
前
に
て
そ
れ
ぞ
れ
の

説
明
を
受
け

た
後
、

小
雨
ま
じ
い
の
中
、

初

体
晩
の
点
釣
り
に
挑
Ａ
ま
し
た
。

開
始
後
、

し
ば
ら
く
す
る
と
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
悲
鳴
に
近

い
談
吉
が
聞
こ
え
・ｉ

あ

小
魚
か
ら
ぶ
一一
の
〒
フ
リ
カ
産
サ
イ
ル
テ
ラ

ピ

ァ
、

６０
，
級

の
大
理
ら
が
次
々
に
釣
―，
上

げ
ら
れ
、

大
物

に
仕
掛
け
を
取
ら
れ
た
り
、

な
か
に
は
重
す
ぎ
て
リ
ー
ル
が
巻
け
ず
３
人

掛
か
り
で
悪
戦
吉
閉
、

釣
呆
を
前
に
記
念
写

真
や
、

計
寸
し
た
‐‐
′大

喜
び
こ

子
供
達
は

一員

の
手
応
え
が
グ
，
と
き
た
の
が
曙
し
か

つ
た
」

と
実
顔
で
話
し
、

来
年
も
と
再
会
を
約
し
、

範
一古予
終
了
し
ま
し
た

最
后
に
毎
年
釣
わ
場
を
快
く
提
供
し
て
下

き
る
大
阪
府
活
処
理
場
の
職
員
皆
様

に
は
県

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

寵 1務
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「
研
◆
葛
い
習

調
り
六
室
０

お
手
伝
い
を
し
て

松

尾

勝

士

秋
晴
れ
の
９
月
脚
日
、

大
阪
府
岬
町
の
淡

――
ギノ
庁

竹子
↓後
一

ヽ
）
の

本か
亜
」、

「
市
ン
ィ

クる
レ
〕

士
心
士チ

が
り

方
た

に
挑

撃,大 全¬ |、 竹 ヱ1手でT

れ翠
り
で

し が い だ ど
'ヽ

あ  戦 T拾 の 分  者 大
｀
用 あ

五督ξあ晶,を手 tlチ聖実舛 奮蟹允高1響
る る り 芦

｀
た 食  い 作 め を

｀
 ま 地 な 方 障

‐

婆 こ れ が 炉f!い  ア 哉 た 読 T
に と が

｀
七

Lが
 イ

Lゴ
う ジ

は
大

い
に
感
動
し
た
．

『
み

。
ら
い
ず
』
代
表

の
話
し
に
よ
る
と
、

釣
り
大
会
を
通
し
て

「
障
害
を
も

つ
方
に
と

っ
て
も
環
境
を
整
え
れ
ば
、

釣
り
に
よ

っ
て

は
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な

い
、

ま
た
，目

牧
一を
相
手

に
遊
ぶ
こ
ン
一の
一井
し
き
、

鉢
ド
ウき

を
知

っ
て
も
ら
い
た

い
」

十
レ
一
！
っ
気
持
ち
か

ら

「
バ
リ
ア
釣
り

⌒
フ
リ
ー
）
大
会
」
と
名

付
け
ら
れ
た
ら
し

い
．

今
回
の
釣
り
大
会
は
、

一障
害
を
も

つ
方
た

ち
に
と
１，
、

ま
た
介
助
者
団
体
に
と

っ
て
も

一
つ
の
大
き
な
批
哉
で
あ

り
貴
重
な
体
験
で

■の
ろ

つヽ
ネ
年
こ
日
や
つ
〓

ま
た
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
と
思

っ
た

≡
”！効
一リ
ク
！ラ
す
紹々
！介
！一■

「大
阪
チ
ヌ
釣
り
研
究
会
」

伊

藤

雅

夫

「人
と
の
出
会
い
と
和
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
会
員

の
協
力
で
無
事
故
で
楽
し
く
チ
ヌ
を
釣
る
こ
と

で
す
。

現
在
、△十一員

が
約
００
名
い
ま
す
。

年
間
行
事
と

し
て
、
―
月
に
総
会

（新
年
会
を
兼
ね
る
）
、

月
例

会
が
４
月
～
７
月
及
び
９
月
～
確
月
の
計
８
回

行
わ
れ
ま
す
。

又
新
入
会
員
対
象
の
議
習
会
や

局
例
会
優
勝
者
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
等
が
代
表

的
な
も
の
で
す
。

地
域
別
に
８
班
に
分
け
各
班

が
月
例
会
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
⊇
Ｃ
い
ま
す

が
、

参
加
人
数
も
６０
名
～
８０
名
と
多
く
、釣

り
場

の
達
定
に
各
班
長
が
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。

か

く
い
う
私
も
今
年
か
ら
班
長
を
務
め
て
お
り
、
フ

月
に
無
事
終
わ
リ
ホ
ツ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

天
阪
チ
ヌ
研
に
入
会
し
て
感
じ
る
こ
と
は
非

常
に
マ
ナ
ー
が
艮
い
こ
と
で
す
。

常
々
釣
り
人
の

範
と
な
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

月
例
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

△
一ム長

と
の
釣
行
に
お
い
て
も
必
す
終
了
の
１０
分
前
に

か
た
づ
け
を
終
え
伎
の
清
掃
を
行
い
船
頭
の
迎

…………Ⅲ

え
を
待
ち
ま
す
。

次
の
釣
り
人
の
為
、

又
誰
れ
で

も
が
気
持
艮
く
、承

本
し
い
釣
り
が
で
き
る
こ
と
を

会
員
が
心
が
け
て
い
ま
す
。

技
量
に
お
い
て
は
毎

年
、年

ナ
シ
を
１０
匹
以
上
釣
る
猛
者
が
数
名
お
り
、

年
間
益

師
以
上
の
テ
ヌ
Ⅷ
匹
以
上
釣
る
会
員
が

１０
数
名
い
ま
す
。

又
年
間
で
年
ナ
シ
を
―
匹
以

上
釣
る
会
員
が
１
／
３
の
側
数
名
い
ま
す
。

非

常
に
楽
し
く
、勉

強
に
な
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

釣
免
許
取
得

本

国

隆

一J

どヽこと す ■        ‐      ‐ 孝

‐●‐‐‐‐― ●‐‐‐‐コロロロロロ‐
Ⅲ

―ぃ

攣
繋
藤
等
義
しむ

逆

１
１
１
１
キ



O S A K A, A P A N  O  F F i C i A L F i S  H  l  N G l N S T R U C T O R

社
団
法
人
全
日
本
釣
り
団
体
協
議
会

理
事
　
事
務
局
長
　
村

上

芳

勝

常

勤

職

員

２
名

主
た
る
業
務
　
正
会
員
３６
団
体

，
通
格
機
障

拠
団
体

・
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
１
２
、

４

０
０

・
非
会
員
３７
団
体

水
産
庁

・
４７
都
道
府
県
水
産
部

・
食
糧
庁

‘

海
上
保
安
庁

・
遊
漁
関
連
団
体
努
団
体

・
遊

漁
関
連
製
造
業
者

・
遊
漁
関
連

（卸
）
小
売

店

・
遊
漁
関
連

マ
ス
コ
ミ

（新
聞
社

・
月
刊

・

週
刊

‘
Ｔ
Ｖ
局
）

・
非
遊
漁
関
連
団
体

・
不

特
定
多
数
の
釣
り
人

（非
釣
り
人
）
と
の
対

応
等
、

更
に
社
団
法
人
と
し
て
の

「
法
的
事

項
」
や
雑
用
的
な
こ
と
が
ら
で
す
そ

理
　
　
　
〈思

【花
款

に
定
め
六
ャれ
た
事
項
に

つ
い
て
毎
年
度
実
施
し
て
い
く
こ
と
、

当
然

の
こ
と
正
会
員
団
体

・
連
絡
機
構

・
釣
リ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
対
す
る
多
様
な
情
報
の

提
供

・
要
請
事
項
に
つ
い
て
故
速

・
正
確

に

対
応
し
て
い
ま
す
が
小
規
模
人
員
で
あ
る
二

と
か
ら
対
応
が
出
来
て
い
な

い
こ
と
も

あ
―サ

残
合

に
も
思

っ
て
い
ま
す
〓

こ
れ
か
ら
も
多
様
な
情
報
を
頂
き

“
一
層
の

勉
強

“
を
し
て
期
待
さ
れ
る
事
務
局
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

事
務
局
長
　
岡

わ
た
し
た
ち
は
東
京
、

大
阪
、

い
て
回
番
目
に
平
成
８
年

１
月
、

と
し
て
支
部
結
成
を
し
ま
し
た
３

博

ュ

田

敏

孝

愛
知
に
続

大
阪
を
範

わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
、

運
格
機
構
と
し

て
は
四
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
日
常
活
動

一釣
―，

教
宝
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、

イ
ベ
ン
ト

ひ
と
つ
は
、

一母
年
夏
に
開
催
し
て
去
】た

「」的

難
事
故
防
止
講
習
会
」

⌒全
関
西
磯
釣
運
盟

広
島
）
の
第
勇
回
を
継
承
す
る
形
で
、
叫

旨

掃
好
一命
講
習
会
“
と

い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を

つ
け
て
、

第
５
回

一平
均
卸
人
）
を
終
了
し

一く
い
クＯ
Ｃ

こ
の
イ

ヘ
ン
ト
は
、

秋
の
本
格
的
な
釣
り

シ
ー
ズ

ン
を
前
に
し
て
、

前
半
は
海
難
事
故

上
そ
の
防
止
寸
☆

に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ

ュ

ー
ム
、

後
半
は
Ｈ

釣
り
人
全
員
が
故
命
技
術

を
習
得
し
て
お
く
こ
と
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対

す
る

マ
ナ
ー
で
あ
り
、

釣
り
人
と
し
て
の
基

本

マ
ナ
ー
な
の
で
す
”
と
呼
か
け
て
広
く

一

般

の
釣
り
人
も
交
え
て
普
通
故
命
講
習
を
受

注り
一ｔ
い
一ま
斗，
．

二
つ
日
は
、
ぃ

釣
り
場
一の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
”
　
⌒第
４
回
）
で
す
。

身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
！
釣
り
場
ク
叫

―
ン
ア
ッ
プ
ー
と
呼
か
け
、

一
般
の
釣
り
人

に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
々
】呼
か
け
、

例
年
５０
人

以
上
の
方
が
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
共

に
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

三
つ
目
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

広
島
県
磯
釣
技

術
振
興
会

｛筆
者
会
長
）
が
日
頃
の
活
動
を

市
民
の
を
お
世
話

を
す
る
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
】

し
て

「
広
島
市
民
親
子

ハ
ゼ
釣
り
大
会
」

（

１‐
／
３
広
島
市
後
振
）
を
継
続
発
展
さ
せ
る

と
い
う
形
で
第
１
３
回
目

⌒執
子
２
０
０
祖
、

１
５
０
０
人
参
加
）
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

釣
り
指
導
を
は
じ

め
パ
ト
ロ
ー
ル
、

釣
り
教
室
、

釣
り
具
の
オ

ク
シ
ョ
ン
等
を
私
達
で
受
持

つ
こ
と
で
釣
り

ィ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
も
広
く
活
動

の
場
を

提
供
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

二
、

日
常
活
動

一
つ
は
、

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る

「
釣

り
教
室
」

⌒
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
文
化
セ
ン
タ
ー
主

催
）
で
毎
月
第
二
土
曜
口
に

「
入
門
講
座
」

と
隔
月
の
第
四
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

「中

級
講
座
」

（実
習
）
が
あ
り
ま
す
．

二
つ
目
は
、

第
二
、

四
土
曜
日
に
各
地
、

教
育
委
員
会
や
公
民
館
の
主
催
す
る

「
釣
的

教
室
」

「
魚
の
料
理
教
室
」
等
に
講
師
を
派

遣
す
る
こ
と
で
、

会
』貝
の
力
量
を
一『円
め
て
い

す０
．そ

の
他
、

毎
年
４
月
に
は
、

管
理
釣
り
場

で

「
レ
デ
ィ
ス

・
ト
ラ
ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
広
島
が
独
自
に
開

催
し
て
い
る
（

翻６月亮
日
付
、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
主
催
協
力

行
事
つ
参
加
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
に
記
入
き

れ
ま
し
た
、

あ
る
方

（
こ
の
場
は
匿
名
に
き

せ
て
頂
き
ま
す
）
の
声
の
要
約
と
事
務
局
と

し
て
の
考
え
を
述
べ
き
せ
て
頂
き
ま
す

）

Ａ
氏
の
声

ｉ
）
何
回
か
参
加
し
た
が
、

「新
参
者
が
参

加
し
に
く
い
」
ム
ー
ド
が
あ
る
、

■
ご
　
釣
り
大
会
等

へ
の

『粗
品
の
提
供
を
』

参
加
は
が
き
で
申
し
出
た
事
も
あ
っ
た
が

「無

視
き
れ
た
』
．

～
】

会
員
数
を
増
や
す
事
も
大
事
で
し
ょ
う

が
、

上
部
の

『幹
部
だ
け
の
自
己
満
足
』
で

終
わ

っ
て
ま
せ
ん
か
、

ご

一
考
下
き
中
ご

ｉ
）

会
員
方
々
は
全
員
お
手
伝

い
し
た
い
と

田
心
っ
一に
い
つつ
竺古
ｆ
卜
丁
≡

事
務
局
の
考
え

ｉ
一　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
１
２
期
生
の
私
が
初

め
て
参
加
し
た
、

９．
年
頃
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
独
自
の
行
事
も
妊
く
、

同
じ
よ
う
な
気

持
ち
に
な

っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た

す

今
か
ら
思
う
と

「
手
伝
う
』
と

い
う
気
持

か
ら
来
て
い
る
の
で
は
無
か
ろ
う
か
≡

『手
伝
う
』
で
は
な
く
、

「
参
加
』
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
目
的
を
持

っ
た
行
事

，
事
業
の

一

員
と
な
り
、

行
動
を
共
に
す
る
事

に
よ
り
主

体
性
が
生
ま
れ
、

や
り
甲
斐
が
出
、

人
の
輪

も
広
が

っ
て
行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
っ

ご
）

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
阪
府

フ
ァ
ミ
リ
ー
釣
り
大
会
は
、

日
本
釣
振
興
会

の
主
催
で

，
賞
品
等
は
主
催
者
側
で
用
意
き

れ
て
い
ま
す
の
で
掠
一慮
き
せ
て
頂

い
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
連
絡
き
し

て
頂
く
べ
き
で
し
た
，

各
地
区
の
釣
り
教
室
の
実
釣
会
で
の
賞
品

等
は
、

我

々
が
頂

い
た
謝
礼
を
当

て
て
い
ま

す
ぅ

３
ャ　
役
員

一
同
自
己
満
足
で
終
わ

っ
て
い
る

人
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
３

役
員
会
の
改
革
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
活
動
の
場
開
拓
、

イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
活
動

の
活
性
化
等

々
現
在
取

組
中
で
す
．

３
　
ぜ
ひ
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

今
回
の
広
報
祇
Ｖ
Ｏ
Ｌ
９
号
発
行
は
、

！
嬉
し
い
悲
鳴

ン
皆
さ
ん
の
絶
大
の
協
力

で
、

沢
山
の
原
稿
が
集
ま
り
、

長
時
間
に

渡
り
編
集
会
議
を
行
い
ま
し
た
が
、

全
て

の
原
稿
を
掲
罰
で
き
す
、

真
の
為
　
特
集

の
増
刷
ベ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
　
次
号
へ

掲
載
の
緑
延
を
行
な
い
ま
し
た
と
、

対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
投
稿

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（広
報
郡
　
亡
痕
上
　
　
動
じ

近況レぷ―卜透袋員の講


